
                                      （一般質問） 

※二重線は、分割方式を選択した場合の分割箇所を示すものです。

質問日   令和３年 12 月２日（木） 質問方式 分割方式 

質問順位 ５ 会派名 自由民主党浜松 議席番号 14 氏名 露木 里江子 

表  題 質 問 内 容 答弁者の職名 

１ スタートアップ

推進施策について 

２ 教育旅行誘致と

市内観光について 

本市がスタートアップ・エコシステム・グローバル拠

点都市に認定され、１年が経過した。 

本市では、ファンドサポート事業や実証実験サポート

事業など全国的にも特色あるスタートアップ推進施策

を進めていることから、首都圏からの誘致やベンチャー

キャピタルからの資金調達が増えており、全国のスター

トアップやベンチャーキャピタルから注目を集めてい

ると聞いている。 

一方で、スタートアップの誘致及び地域への定着、地

域企業との融合による新ビジネスの創出など、地域経済

への好循環については、中長期的な視点が必要であり、

結果がすぐには表れてこないと認識している。 

これまで本地域をけん引してきたものづくり産業は

大変革の時期に来ており、新たな産業、新たな担い手を

つくり出す上で、スタートアップ推進施策は重要な事項

であり、積極的に取り組むべきものと考える。 

このような状況を踏まえ、スタートアップ推進施策の

現状と課題、今後の方策について伺う。 

(1) 首都圏スタートアップの誘致について伺う。 

(2) 地域スタートアップの育成と成長支援について伺う。

(3) スタートアップと地域企業との融合、地域産業の活性

化への寄与について伺う。 

(4) 地域全体の伴走支援による「スタートアップ・エコシ

ステム」の構築について伺う。 

コロナ禍の長期化によって、観光関連産業は大きな打

撃を受けている。こうした中、本市では教育旅行の誘致

やマイクロツーリズムの推進など、コロナ禍における新

たな需要開拓を行い、成果を上げており、その成果を生

かしていくべきだと考える。 

また、令和５年には、大河ドラマ「どうする家康」の

放送開始と、三方原合戦から450年の節目であり、浜松

城や大河ドラマ館をはじめ、天竜区の二俣城や鳥羽山城

などにも多くの観光客が訪れることが期待できる。 

そこで、この好機を生かすためには、地域のおもてな

しの力を向上させる必要があり、観光ガイドの活用が重

要だと考えるが、以下３点について伺う。 

(1) 教育旅行誘致の成果と今後の活用について伺う。  

(2) マイクロツーリズム推進支援事業の成果と今後の誘

客について伺う。 

(3) 観光ボランティアガイドの活用について伺う。 
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表  題 質 問 内 容 答弁者の職名 

３ 農業への理解を

深め、多様性を広

げるための施策に

ついて 

４ 飯田鴨江線につ

いて 

５ 市立高等学校に

ついて 

浜松市農業振興ビジョンに基づき、基本方針である５

つの力を向上する施策が展開されている。中でも、１次

産業への理解を通して行う「食育」、本市で先進的に取

り組まれている「ユニバーサル農業」が重要であると認

識している。 

  具体的な事業の実施に当たっては、昨年度以降、新型

コロナ感染症の影響を受けたと聞いている。今後に向

け、感染の状況を踏まえデジタルを活用するなど、引き

続き積極的に取り組むことを期待している。 

そこで、以下２点について取組の現状と、今後につい

て伺う。 

(1) 食育の推進について伺う。 

(2) ユニバーサル農業について伺う。 

 飯田鴨江線は、中心市街地と南区飯田町の国道１号浜

松バイパスを結ぶ都市計画道路である。このうち国道

150号の交差点から都市計画道路天王福塚線までの延長

約300メートル区間が完成した。 

  国道１号浜松バイパスについては、令和３年６月、立

体化プラス平面６車線化により、速達性の向上及び渋滞

緩和による地域交通の円滑化を図るとした対応方針を

国土交通省が決定した。 

そこで、飯田鴨江線の整備状況と、今後の計画につい

て伺う。 

市立高等学校は、今年創立120周年を迎えた歴史と伝

統ある本市唯一の市立高校である。市内、近隣地域では

「いちりつ」として親しまれてきた。 

市立高等学校は、衛生看護科やインターナショナルク

ラスを設置するなどして地域や地域の課題に向き合っ

てきた。そして、市立小・中学校との継続性の中で、そ

の特徴や強みを生かした学校運営や生徒指導が行われ

ていると理解している。 

そこで、以下２点について伺う。 

(1) 市立高等学校の担ってきた役割と、特徴的な学びにつ

いて伺う。 

(2) 市立高等学校の歴史と伝統を踏まえ、今後のさらなる

発展に向けて、目指す学校像について伺う。 
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